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（金） 英語を身近に感じよう

　松浦市国際親善協会主催（市教育委員会共
催）のイベントが東部交流センターで開催さ
れました。
　「英語を身近に感じよう」をテーマに市内
小学校 5，6 年生 6 人が参加。児童たちはピ
ザ作りやインタビュー形式のゲームをＡＬＴ
と共に英語で行い、コミュニケーションツー
ルとしての英語力を高めました。
　参加した児童は、「学んだ英語でたくさんお
話ができて楽しかった」と感想を話しました。

English Day Camp
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御厨ぶどうドライブスルー販売

　松浦の極み認定の御厨ぶどうのドライブス
ルー販売会がＪＡながさき西海牟田集荷場で
開催されました。
　両日とも多くの来場者が販売開始前から
待っており、来場者からは「今年も楽しみに
して来た。」、「贈り物に喜ばれる。」との声が
ありました。
巨峰、安芸クイーン、シャインマスカットの
３品種の単品・混合（１箱４パック入り）が、
２日間で約１，２００箱販売されました。

ＪＡながさき西海松浦地区御厨ぶどう部会
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（月） 鉄道むすめ　西浦ありさ氏　「松浦アジフライ大使」就任！　（月月）

　鉄道むすめ 西浦ありさ氏は、松浦市が新
たに創設する「松浦アジフライ大使」に就任
し、松浦鉄道松浦駅にて就任および新ビジュ
アルのお披露目を行いました。
　松浦鉄道の広報係として勤務する西浦あり
さ氏は、有田町観光大使としても活動中。
地域の魅力を発掘中に立ち寄ったアジフライ
の聖地の虜になり、今回の「松浦アジフライ
大使」への就任に至りました。
　今回のお披露目をもって、MR 松浦市内全
8 駅に各駅異なるデザインのアジフライの聖
地仕様のパネルが出現。
　今後、西浦ありさ氏とアジフライの聖地イ
ラストは、松浦鉄道とアジフライの聖地・松
浦市を共に盛り上げていきます。

＊『鉄道むすめ』は株式会社トミーテックが
展開する、全国の鉄道事業者の制服を着た
キャラクターです

▲左から永田氏、安齋氏、松尾有田町長、友田
市長、松浦鉄道㈱今里社長、西浦ありさ氏

詳細は市 HP
をチェック

「アジフライの聖地 松浦」×松浦鉄道株式会社コラボレーション企画がお披露目
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（水） 沖縄県からようこそ！

　新しくＡＬＴ（外国語指導助手）として着
任する、ジョーダン・ジョン・ビーストンさ
ん、ルンジ・チェンさんの辞令交付式が行わ
れました。
　二人はオーストラリア出身で、共に沖縄県
内でＡＬＴとして勤務されていました。
　配置予定校は以下のとおりです。
ジョーダンさん…調川・鷹島小、志佐中
ルンジさん…星鹿・今福・福島養源小
　　　　　　調川・鷹島中（P27 に紹介記事）

ＡＬＴ辞令交付式

▲左 2 人目からジョーダンさん、ルンジさん

7 / 3 1
（日） 文化会館をまるごと楽しむ

　同イベント（文化会館主催）が文化会館で
開催されました。
　イベントでは、地元高校生によるバザー、
バレエやフラワーアレンジメントなどの体験
教室が開催されました。
会場では、今回初めて「アジフライの聖地　

松浦」に関連したお菓子やキーホルダーが販売
され、市内外の約 50 店舗が出店しました。
　また、ロビーでは歌や演奏などパフォーマ
ンスも行われ楽しいイベントになりました。

まるごと一日お楽しみDAY　2022
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（土）

疫神社夏祭り今福花火大会

　疫神社夏祭り今福花火大会（松浦
商工会議所今福支部青年部主催）が
今福漁港周辺で開催されました。
3 年ぶりの開催となった今回。祭り

の冒頭、消防団詰所付近にある疫神社
で疫病退散の祈りが捧げられました。

3 年ぶりに花火大会が開催されました！（土土）

　会場では模擬店が開かれ、開催を待ちわびていた多くの
家族づれで賑わいました。
　一時は激しい雨に見舞われましたが、日が落ちる頃に晴
れ、松浦龍王太鼓の皆さんによる太鼓演奏のあと、祭りの
フィナーレを飾る 1,200 発の花火が真夏の夜空を彩りま
した。


